


～～～～自自動動車車のの盗盗難難ややや車車上上ねねらららいいへへののの備備えを！～～自動車の盗難や車上ねらいへの備えを！～
交通安全対策シリーズ

「イモビライザー」とは？　自動車盗難を防ぐための電子装置。自動車キーに組み込まれたＩＤ
コードと車両のＩＤコードが一致しないとエンジンを始動できないようにしています。

■損保業界をあげて盗難防止に

　努めています！！

　日本損害保険協会（損保協会）で

は10月7日を「トーナン（盗難）防止

の日」と定め、2003年から毎年、街

頭活動を実施しています。この街頭

活動では損害保険会社の社員や保

険代理店、警察関係者などが盗難防

止啓発チラシやノベルティを配布し、

盗難防止を呼びかけています。皆さ

んもこの取り組みにぜひ乗じて、自

動車盗難にあわないように備えを心

がけましょう。

■盗難被害はプリウスが

　４年連続ワースト１位！

　損保協会では、自動車盗難の防

止対策の一環として、損害保険会

社が2017年11月に保険金を支払

った事案（車両本体盗難278件、

車上ねらい・部品盗難577件）を

対象に自動車盗難事故実態調査を

実施しました。この調査によると、

車両本体の盗難の被害が特定の車

種に集中する傾向が強まっており、

プリウスの割合は22.3％と４年連

続でワースト１となりました。以

下、ワースト10までの車種は、

２位ハイエース、３位ランドクル

　主な盗難の手口としては「窓の

隙間から針金等を差し込んでドア

を解錠し、車両に侵入する」「ハ

ンマーなどで車のガラスを破壊し、

車両に侵入する」「工具などを使

ってドアを解錠し、ステアリング

ロックを破壊してエンジンを始動

する」「車体にマグネットなどで

隠しているスペアキーを探し出

す」「家に侵入して車のキーを盗

む」「レッカー、けん引車で車を

丸ごと盗む」「カギを預かる施設

で車の使用者になりすましてキー

を受け取る」といった被害例があ

り、その手口はさまざまです。

■盗難手口はさまざま！

　そのための防止策としては、バ

ー式ハンドルロックや警報装置な

どの盗難防止機器を搭載する、防

犯設備が充実した駐車場を利用す

る、貴重品等は車内に放置しない

など、複数の防犯対策を講じるこ

とが有効です。

　また、車両本体だけでなく、ナ

ンバープレートやタイヤ、ホイー

ルなどの部品ねらいにも注意が必

要です。盗難防止ネジなどでしっ

かり固定するなどして対策をしま

しょう。

■複数の防犯対策が大事！

　警察庁によると、2017年
中の自動車盗難認知件数は１
万213件、車上ねらいは５万
4,768件でした。秋の行楽シ
ーズンに入り、マイカーでお
出かけになる方も多いと思い
ます。一方で、自動車の盗難
や車上荒らしも増えますので、
注意が必要です。

ーザー、４位アクア、５位クラウ

ン、６位レクサス、７位キャンタ

ー／ハリアー、９位アルファード

／セルシオとなっています。もち

ろん、他の車種が安全ということ

は絶対にありませんので、しっか

り対策しておくことが大切です。

盗難・車上ねらい対策

イモビライザーなどの盗難防止機器を装着しましょう

車内に貴重品やカバン、服などを置かないようにしましょう

見通しがよく照明設備が整った駐車場を利用しましょう

短い間でも車から離れるときは必ずキーロックをしましょう

カーナビの盗難対策をしましょう

ナンバープレートやタイヤ、ホイールなどの
部品ねらいにも注意しましょう



　企業を取り巻く環境は常に変化を続け、それに伴い企業リスクも変化しています。それにもかかわ
らず、契約する保険の見直しを図らないケースが見受けられます。今回は、リスクに保険を対応させ
るためのポイントを取り上げてみます。

～保険契約の更改時にはリスクの再確認を！～

企業におけるリスクマネジメント
ワンポイント講座 損害保険代理店活用シリーズ

ＮＰＯ法人リスク・エイド　副代表理事　　伊集院　剛史

●環境の変化とともに企業リスクも変化する！
　企業を取り巻くリスクは環境の変化によって変わりま
す。内部環境の変化でいえば従業員の入れ替わりや施設
の更新・老朽化など、外部環境では取引先の変更や新た
な規制の導入、原材料価格や需要の変動、気象状況など
様々あります。
　大切なことは、それらの変化に伴い、リスク対策の一
環として契約している各種保険を適切にリニューアルし
ていくことです。しかし、基本的に１年ごとに更改手続
きが行われる損害保険では、リスクの変化を検証しない
まま「前年同条件」で手続きをしてしまうケースが散見
されます。さらに最近では、保険料が安くなるメリット
がある長期契約の採用も増えてきており、保険を見直す
機会が少なくなってきているのも事実です。
　企業は、常に変化するリスクに保険をきちんと対応さ
せることがポイントなのです。

●すべての保険契約を一覧する機会をつくろう

●保険で対応できることは意外と多い！
　これまでに「こんなリスクに対応する保険はないだろ

う」と諦めて
いたもので
も、よく調べ
ると、特約等
によりカバー
できる場合が
多くありま
す。例えば、
仕入先や供給
先が火災や水
害により事業
停止となり、
その仕入品が入手できないこと、もしくは製品等の供給
ができないことによって自社の事業が停止した場合の休
業損失については、利益保険等に特約を付帯することに
よって、自社に火災等の被害がない場合でも保険の対象
とすることができます。
　その他、意外と知られていないのが「貸し倒れ」によ
る損失をカバーする「取引信用保険」です。この保険
は、保険会社が見積段階で取引先の与信枠を提示してく
れますので、この内容を与信管理基準として利用するこ
とも可能です。
　年に一度は、図表のポイントを参考に保険の見直しを
されることをお勧めします。

「利益保険」とは？　事業停止や正常な事業活動が阻害されたりした際に生じる損失（事故が
なければ得られたはずの営業利益や事業停止期間中の人件費等の固定費）を補償する保険です。

リスクを再確認しよう！

保険見直しのポイント

ポイント１

ポイント２

ポイント３

ポイント４

この１年で新たに生じたリスクはない
か（内部・外部環境の変化）

対応できる保険が存在しないと思い込
んでいるリスクはないか

リスク対応の優先順位を考慮して保険
を選択しているか

「ヒト」「モノ」「収益」「賠償」の
各リスクに漏れなく対応しているか

　企業で契約している損害保険は種類が多く、かつ満期
日がバラバラなケースが多いと思いますが、契約している
すべての保険の内容と自社を取り巻くリスクの全体像を
突き合せることで、ベストな組み合わせが見えてきます。
　それを実践するためには、例えば、毎年満期を迎える
契約を一つ選び、その契約を更改するタイミングで、す
べての保険契約の一覧を作成してみてはいかがでしょう
か。
　その一覧表を眺めながら「なぜこの保険に入っている
のか」「この保険に入った時と、現在では、何がどう変
化しているか」「リスク対応の優先順位を考えた時に、
今の保険のバランスは適切か」などを検証することで、
リスクと保険の最適化を図ることが可能になります。
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